
確かな未来へ

ー内発的発展の村おこしー

霜里農場 金子美登

化学肥料・農薬など、工業が作ったものに依存せず身近にあ
る資源（バイオマス・風・太陽）を生かして食物だけでなく

エネルギーも自給する農法を目指しています



１.私の農業観・・「切り花国家 日本」

穀物自給率の推移
（試算）2007年 単位％

日本の穀物自給率は177の国・地域中124番目
ＯＥＣＤ加盟国30か国中27番目

国名 自給率 順位

フランス 164 8

アメリカ 150 9

カナダ 143 10

ドイツ 102 32

英国 92 49

日本 28 124



2. 有機農業の誕生

■１９７１年（昭和４６年）１０月
有機農業の父・一楽照雄
（農協の協同組合運動に半世紀）

■多肥・多薬・機械化・大羽数畜産に代表される
無機的な農業への反省

■天地機有り・・・黒沢西蔵
〔酪農大学(元札幌機農学校) 雪印乳業の創立者〕

人間の健康や民族の存亡という観点が
経済的見地に優先しなければならない
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3.小川町下里地区の位置



4．農的世界の幕開け

『成長の限界』－ローマクラブー「人類の危機」レポート ドネラ・メドウス
等 民間の賢者が発表

①人口増加 ②工業化 ③資源枯渇 ④食糧不足 ⑤環
境汚染等の「超」幾何級数的成長に伴う不可避的結末に
「人類の危機」レポートと副題をつけて警鐘を鳴らした

やがて枯渇する化石燃料や鉱物的資源に依存し、公害問
題を避けて通れない「工業化社会」から永続循環する「農
的世界の幕開け」

国内に豊富に存在する草、森、水、土、太陽などの
農的資源を徹底的に活かして、食とエネルギーを自給
する社会を作る生き方を選択
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読売新聞社提供
6

槻川 下里堰

5．集落の営農形態と水利
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6.水田営農の
根幹となる
石積の下里堰



7. 有機農業
の基本
土づくり



8. 鳥や虫
との
共存



9.種苗の
自家採種

「種は五里四
方でとれ」

品種に勝る技
術なし

１９８２年ー関東
地方の有機農業者
を中心に「有機農
業の種苗交換会」
を開催

「金子さんちの家庭菜園」より



10. 生産者と
消費者の
提携

有機農業とは・・・
作る人と食べる人の顔と暮らしの見える
有機的人間関係

TEIKEIは世界的用語

有機農業運動の年代別広がり
１９７０年代・・・ 生産者と消費者の提携
１９８０年代・・・ 生協・食品流通団体が宅配
１９９０年代・・・ 国,商社,食品企業
２０００年・・・・JAS法による有機農産物認証制度のスタート

有機農業者への支援策が全くない表示規制法

国産有機 ４万６５０４トン 輸入有機 ２９万７９２３トン 合計 ３４万４
４２７トン

国産比率 １３．５％ 輸入比率 ８６．５％（２００３年度・農水省発表）



11. 小さな
自給区の
実践

まず自らが豊かに
自給する・・

生産者の自給の延
長線上に消費者の
台所の自給

我が町の自給
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毎週日曜日 13時～16時 久保和紙工房駐車場にて

12. 消費者交流1（ファーマーズマーケット）



13.農業の後継者



14.農薬の空中散布



15.有機農業支援の先駈け
晴雲酒造と「おがわの自然酒」

晴雲酒造・中山社長と中山専務おがわの自然酒
ラベルは小川手漉き和紙



小川の自
然酒晴雲
酒造
1988年

・醤油「夢野山里」1994年
石臼挽き地粉めん1988年

地産地消事例

豆腐提携：2000年

わたなべ豆腐工房

1６．内発的発展の村おこし
有機農業と地場産業が共に栄える町づくり



大豆の有機栽培開始

村が動く 2001年17. 村が動く ２００１年



小麦も有機栽培に転換 2003年18.小麦も有機栽培に転換 ２００３年



有機栽培小麦
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1９.有機栽培小麦
パン・うどん・醤油に加工される小麦



さいたま市のリフォーム会社（株）オクタによる

「こめまめプロジェクト」

20.集落のお米も有機に転換

賛同する社員の給料の一部を
お米で支払っている

（埼玉新聞2009年3月26日）



【農業体験】田植え～稲刈り

↑田植え

草取り

←田植えに参加した
社員の子供の絵日記

21.リフォーム会社（株）ＯＫＵＴＡの社員家族による農業体験



平成22年度農林水産祭「村づくり部門」天皇杯受賞(2010年11月)

こめまめプロジェクトによって集落の販米農家が全て有機農業に
転換。全国でも稀有な有機の里が実現

22. 日本初！有機の里（埼玉県小川町下里）



１１．

◼ 日本は自
給可能

◼ 有機農業で
の生計・・
依存しない
農業

23.実践からみ
えてきた事

お礼制自給
プロジェクト
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24.消費者交流1（農業体験グループ米づくりから酒づくりを楽しむ会）



26

25.収穫祭 消費者との交流



26. 就農準備校 有機農業専門コース



さいたま市
OKUTA

神川町
ヤマキ醸造

晴雲酒造

玉井屋

わらしべ

ボン・レギューム

秩父市
くろうさぎ

とうふ工房
わたなべ

清水屋
豆腐店 げんきの木

小川精麦

水 稲

麦 類

大 豆

有機食堂

道の駅おがわ

久保マルシェ

ﾏｲｸﾛﾌﾞﾘｭﾜﾘｰ

花和楽の湯

べりカフェ 直 売 所

下里直売所

たまがわ直売所
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八王子市
埼玉屋本店

生活の木

27.地域が支える有機農業（ Community Supported Agriculture）
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28. 生産の喜びと誇りを取り戻した村



29.日本の農業の
将来

エネルギーの自給
（バイオガス）

エネルギーを消
費する農業から、
生み出す農業へ
バイオガス

有機物の嫌気
発酵技術
液肥とメタンガ
スの生成

1994年



30．日本の農業
の将来

エネルギーの自給
（ガラス温室）

地域の間伐材な
どを活用して
作った霜里農場
のガラス温室

2003年

材料：
地域の山の間伐材
解体された家のガラスの再利用など
柿渋（天然塗料）



31.日本の農業
の将来

エネルギーの自給
（ＳＶＯ）

廃食油ＶＤＦ→

トラクター燃料

1996年

ＳＶＯ →ディー
ゼル車の燃料

2008年

ＶＤＦ

ＳＶＯ ＳＶＯ ＳＶＯ

ＶＤＦ： ベジタブブル・ ディーゼル・フューエル

ＳＶＯ： ストレート・ベジタル・オイル

ＳＶＯ遠心
分離機



トラクターの
ボンネットを
開けたとこ
ろ

燃料タンク

熱
交
換
器油

水
分
離
機

32.日本の農業
の将来

エネルギーの自給
（ＳＶＯ） 燃料タンク



33. 日本の農業
の将来

エネルギーの自給
（太陽電池）

畑の灌漑、放牧
用電気柵

井戸水の揚水

住宅用

揚水用 2005年 畑の灌漑用

放牧用電気柵
太陽温水器

住宅用－2006年



34.日本の農業の
将来

エネルギーの自給
（ウッドボイラー）

住宅（母屋）の床暖房
やお風呂の温水に活用

間伐材や家屋廃材、街
路樹などの利活用

ウッドボイラー

→2006年



35.日本の農業の将来 インバーター発電機



２１世紀は「耕す文化」36. ２１世紀は「耕す文化」 そして



「美しい農の世紀」37. 美しい農の世紀へ



元信州大学教授 山寺喜成氏作成資料から

植林に関する考え方（保育ブロック採用による直根苗の活用）
現状では植林されたスギ、ヒノキは建材としての伐採を前提としていたため、直根のない木として育っている。建材としての伐採や間伐が行われていない現状は弱
い里山となっており、防災的な機能も低下している。今後の保全の方針は現状のものは適度な間伐を定期的に行いつつ、直根を持つ強い木と景観を配慮した樹種を
選定し植林して行きたい。このため、この分野の第一人者である元信州大学教授である山寺氏の指導を仰ぐ。



この森林は、密度が高く個々が弱く、山全体（群落）も弱
い。放置すると、大雨、大風、大雪などで大面積が破壊
される危険性がある

このスギとヒノキの林は、根が浅いので、根こそぎ崩れる
危険性がある。沢筋に土壌保全力の高いケヤキを導入
するのも一方法

下方の集落、耕地、道路などから見ること想定して、樹種
構成を考える

沢１の現状

沢２の現状

目指す里山風景
強く・美しい混交林

下里里山の現状と目指す姿

尾根の現状
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水素爆発を起こした東京電力・福島第一原子力発電所３号機

41. 命めぐる農業、農村という文化を土台にして
村と町とが新たなコミュニティ、新たな共同体を創る



提供：読売新聞

ありがとうございました。

42. 「確かな未来へ」


